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6ラー千度の出血を繰り返した高齢者橋郡海綿
挽血管腫の且例

高情 汀･在
土田 正 宏磯深畏錨 繍 院)

翌年の経過で橋出血を繰り返した高齢者で声厳終約に

＼11ミ7/■二橋LlこけしIT･n日日L･tllt.ri'川1:1I.【:ll:.167∴i.日中了パⅠ.

示したや症例は76才男性で,昭和62年机弓及び昭和綴詣年
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のわずかな高吸収域を認めるのみで凝常増強後はなくサ

また脳血管写をこて屯凝滞所見を認めなかった.MR瓦で

言 1̀､卜.鮎榊再象∵_-中主詳･;･･い＼＼-i‖tttrlHtl･一周】日がIl蘭1

められた･しかしrm声ry望強調画像喜平血管構造を示

唆するような額倍署慣域は認めなかった.これらの所見
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所見と一致Lていたg高齢者といえども閣部位に出血を

繰り返すような場合をこぼ,MR王が原因疾患追及の有力

な手段になると思われる申

7ト下顎骨に発壁した骨腫の且例
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骨経は無痛性をこ増大し亨かつ多発性に発生する傾向が

あるので,全身的な鼠夕をト-ニノダをするためにも画像

診断が豪牽な疾患の---つである.今回我 は々,左側下顎

隅角部をこ発生した骨腫の一例を経験したので報告した.

漫)症例は嶺旦歳食性サ左側下顎角部の膨隆を主訴とし
ていた.

望)単純X線写戴きCrY検査では左側F顎骨休部及び

着せるX線不透過性病変を認め辺縁性骨腫と診断した中

射 病理観織診断は,赦牽骨経であった.

以上,我 の々経験した症例はU腔領域で発見された濁す

睦であるが,こういった症例では多発性骨経や太腹ポリ･--

プを併発する可能性があるため骨シンチグラフ1-をこよ

る全身的検索と必要に応じては内科専門医による太腹の

検索を行なうべきと考えた症例であった.
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患者は精神遅延の31才の食性で,左顎下部の腫脹を主

訴とする自認年前より畜F部の腫脹を数鷹経験したが,

畠燃消去段,昭和転記隼9月に顎下部に臓脱が現れ/ヲ現在に

至る叶歯科治療の経験無し

単純,遺影CTを施行する事をこ依り,軸位像で,舌

下隙,顎下韓を長め,__蔓二顎骨レベルの機咽頭陛略へ突出

する大きな嚢胞姓の病変を認めた,,病変内部は予均-でテ

液体様の且¢wdemSi纏を示Lた8また,前額断の画像

において病変の上下的な進展が容易をこ把握できた,

我 は々9CT所鼠をこ依り写病変の進展範囲とその内部

性状を明瞭に把握L,㌘絶muiaと画像診断しえ二や

9トド顎督をこみられた真菌症
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ACも豆momyCOS主Sは近年,稀な疾患となったが晋その

多くは顎骨に発生する慢性の炎症性疾患である6LかLヲ

そのX線像は多彩で決め手となる特殿像はなく鑑別診断
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顎太巨∃廃部から下顎枝をこかけて打ち抜き像を主体とした

骨破壊を認め声皮質骨の破壊,下顎管を含む透過像声変

にCT上で右側頬骨たき言二線から瞭然に及んだ造影され

る軟組織陰影が兇られるなど顎酢巨む性の窓矧擾慶を疑

わせる所見が多か--)た.i,かL/,透過像の周囲は強い反

応性の骨硬化像が見られたことや,mモLで歓綴織陰影
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症を示唆する所澄まも鬼られるという矛盾したX線像を皇

し予炎症と悪性膝藤や平窓性経癌の顎骨転移との鑑別が

難しい症例であった.今後,皮質骨の破壊を伴う症例の

磯合に注意する必祭があると思われる中

及齢 X線デジタイズ画像の画質評価
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フィルムデジタイザは,Ⅹ線フィルムの画像情報をレ-

ザ--スキャナ等を周いてデジタル化するもので,@J像の


